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●本日の司会       （荒川 義昭副 SAA） 

 

●開会点鐘         （平畑 秀東会長） 

 

●国歌・ロータリーソング「我らの生業」斉唱 

 

●本日のお客様 

 

多摩中グループ ガバナー補佐 金丸 清泰様 

（東京立川こぶし RC） 

多摩中グループ グループ幹事 浅見 省三様 

（東京立川こぶし RC） 

米山奨学生 ネジュリ・オセアンさん 
 

●ご挨拶 

★多摩中グループ ガバナー補佐 金丸 清泰様 

★多摩中グループ グループ幹事 浅見 省三様 

 
今日は「会員増強と 25 周年を踏まえて」というガバナ

ー公式訪問前のクラブ協議会にお時間を割いていただき

ありがとうございます。皆さんの闊達なご意見を拝聴さ

せていただき、舟木ガバナーにそのご報告をしたいと思

います。どうぞ、よろしくお願い致します。 
 

●会務報告         （平畑 秀東会長） 

 

毎年開催されております新年賀詞交歓会が、2014 年 1

月 8 日（水）に行われることが決定いたしました。 

 

★会員増強賞・スポンサーピン贈呈 

 
中野 勝夫会員・星野 宗保会員 

 

★米山奨学金授与（ネジュリ・オセアンさん） 

 
 

●入会式          （植田 耕司会員） 

 

金丸ガバナー補佐より 

ロータリーバッヂの授与 
 
 
 
 
 
 
 

★植田新会員よりご挨拶 

ちょうど 1 年前に、脳のトレーニングの講演で、こち

らの舞台に立たせていただきました。20 年間会社勤務を

しておりまして、サービス業に長年関わっておりました。

3 年前に独立をして、今はあきる野、昭島、多摩地区全体

のシニア、ミセスの方々向けの英会話と脳トレの講座を

開いております。 

まだまだ駆け出しなので、このような素晴らしい先輩

の方々の中に入れていただける事を大変光栄に思ってお

ります。 
 

 

2013～2014 年度クラブ運営方針 

「継続は力なり」～クラブ独自性の継承を！～ 
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第 1148 回 例会報告 
 



 ●クラブ協議会 

「会員増強と 25 周年をふまえて」 

 

★会員増強について 前澤 外喜男増強委員長 

当クラブも今年度 25 周年とい

う事で、昔の話になりますが、私

がロータリーに入らないかと言

われたのが 25 年前でした。その

頃は、増強などという話は出てい

なかったように思います。 

私は、入会 5 年目で幹事をやら

せていただいたのですが、その頃

から地区へ行くと、増強と叫ばれるようになりました。

これが今日までずっと続いています。 

しかし、当クラブは 10 周年くらいまでは増強はあまり

しませんでした。私は、どちらかと言うとお金を集める

方で財団へ行っていたものですから、ロータリーという

のは資金集めが主体なのだと思ってやりがいを感じてお

りました。ところが、20 周年の時に、内藤会長から増強

をやってくれないかと頼まれました。私は直ぐには返事

を出来なかったのですが、内藤会長が 20 周年で 30 名を

きってしまったら、周年行事が出来ないかもしれないと

危機を感じておられたので、引き受ける事となりました。 

この 5 年間を振り返ってみますと、やはり星野創立会

長の協力無しではやれなかったと思います。 

当時、クラブは約 15 年前のバブル崩壊と共に会員数が

減っていきました。増強は寄付金の増加に繋がりますし、

クラブの財政にも影響します。 

先ずは、30 名を 40 名にしようという目標が立ちました。

今までしてこなかった事をやろうと思い、第 1 回の炉辺

会談を行ったところ、10 名以上の候補者がありました。

そこから 5 名位に絞って当たってみたのですが、最終的

にはサインを頂けないという結果でした。そこで、星野

初代会長に相談に行きましたら、「足りない所は私が何と

かするからもっと頑張れ。」という励ましでした。 

簡単に申し上げますと、2008 年内藤年度に 11 名が入会

をし、11 名の新会員の方へ新藤ガバナーにバッヂを授与

していただきました。こちらが「ロータリーの友」に掲

載されまして「RI 会長賞」を頂きました。 

続いて 2009 年本田年度に 8 名入会をしました。この頃

には退会者も出てくるような状況でした。理由は会社が

上手くいかなくなった、病気で出席出来ない等です。こ

れは仕方のないことです。2010 年山中年度には、4 名が

入会しましたが、4 名退会いたしました。2011 年佐藤年

度には 5名が入会し、柴田年度には 3名が入会しました。

今年度は 47 名で引き継いで、目標の 50 名を早々と達成

していただきました。 

私が増強をやらせていただくようになってから、トー

タルで入会者が 35 名おります。しかし、退会者も 12 名

おります。23 名の方が一緒に 25 周年を迎えるという訳で

す。この 5 年間は、私自身、とてもやりがいがあったな

あと思っております。 
 

質問 1（渡邉 信義会員） 

50 名を達成したことは、大きな力であると思いますが、

たがを締めることも大事だと思います。今後、増強を更

に強化して 100 人目指して行くのか、一旦、体勢を固め

るおつもりなのかご意見をお聞かせください。 
 
 
 

回答 

増強というのは、地区の指導もあることですから、そ

れなりにはやらないといけないと思います。しかし、我

ながら反省するところもあります。候補者に推薦があっ

たからと言って、直ぐに了承をして受け入れるというの

ではなく、この方なら相応しい、という選考をすること

も重要だと思います。 
 

質問 2（田畑 勝久会員） 

私は出席委員長をやらせていただいておりますが、委

員長として、仕事が忙しくてなかなか例会に出席が出来

ない会員に対して、どうしたら出席をしてもらえるのか、

ご意見をお聞かせください。 
 

回答 

皆さん色々と、出席出来ない理由があると思いますが、

1 番ベターな方法は、組織図を組む時に、出席の少ない方

に役柄を受けてもらうようにして、出席せざるを得ない

状況に持っていくのが良いのではないかと思います。 

それから推薦者が、出来るだけこまめに声掛けをする

ことも大事だと思います。 
 

質問 3（指田 裕士会員） 

私は青葉会の委員長をやらせていただいております。

青葉会は入会 3 年未満の会員が所属する会なのですが、

私自身、まだ入会して 1 年程ですので、どのような感じ

で青葉会を進めていったら良いのか分かりません。 
 

回答 

地区でも 3 年未満の会員を対象に新会員セミナーを開

催しておりますが、ロータリーには教科書的な物はあり

ません。勉強会というよりも、一杯やろう会というよう

な炉辺会談を、会長幹事に相談しながら、委員長が声掛

けをしてやってはいかがでしょうか。 
 

★25 周年記念式典について 

下田 安治 25 周年実行委員長 

25 周年のことについて演壇に

立たせていただくのは、今日で 3

回目です。皆さん、大体のスケジ

ュールなどはご存じだと思いま

す。先週は各委員長さんも決めさ

せていただきました。今日はなる

べくダブらないようなお話をし

て、質問等、お受けしたいと思い

ます。 

先ずは、平畑年度が始まる前に、私に実行委員長をや

ってくれというお話がありまして、快くお引き受けしま

した。 

それから、25 周年に何をメイン事業としてやるのかと

平畑会長と話し合いました。平畑会長から提案があった

のが、マスコミ等でクローズアップされていた、学校で

のいじめの問題です。話を進めていく中で、私が 1 番感

じた事は、当クラブも会員が 50 名を超えて人数が多くな

り、いつまでも昭島クラブさんにおんぶに抱っこではお

かしいという事です。 

そこで地域社会にどのように貢献していったら良いの

か考えました。そしてやはり、地域社会に奉仕する事が、

ロータリーの広報に繋がるのではないかと思いました。

今回委員長を決めましたが、皆さん会長経験者です。昭

島中央ロータリークラブをこれまで以上に、地域社会に

認めていただく事を念頭に決定いたしました。 



今月 11 日に第 1 回の実行委員会を開くわけですが、細

部はそれぞれの委員会の中で決めていくので、未だこの

ようにやりますとは言えません。ただ、心構えとしては、

地域社会の為になり、昭島中央ロータリークラブがここ

にあり！と、市内及び近隣のロータリーアンに評価して

いただけるようにしたいと思います。 

いじめ問題を取り上げるだけでは、PR が不足します。

ですから、市内小中学校の校長先生、または教頭先生、

PTA の会長さん、自治連合会の幹部の方々をお招きして、

地域ぐるみで問題を考えていきたいと思います。 
 

質問 1（本田 征勇会員） 

地域に貢献するという事は、我々クラブの存在感を示

す事が出来ると思うのですが、地区に対してはどのよう

な事業をお考えでしょうか。 
 

回答 

やはり、周年行事ですから寄付金を考えております。

先ずは、ロータリー財団、米山記念奨学会、それから昭

島市社会福祉協議会に贈呈する予定です。金額等は、実

行委員会の中で決めていきたいと思います。 
 

質問 2（中野 勝夫会員） 

当日の時間的な関係もあると思いますが、感謝状の贈

呈は何名くらいを予定していますか。 
 

回答 

感謝状は、4 件程、実行委員会の中で提案していこうと

思っております。昭島警察署長、昭島消防署長、自治連

合会会長、昭和飛行機です。 

それから、感謝状ではありませんが、星野初代会長には

クラブに大変ご尽力いただいたという事で、功労賞のよ

うなものを差し上げたいと考えております。 
 

★総評 金丸 清泰ガバナー補佐 

本日は、「会員増強と 25 周年を踏まえて」ということ

で、大変貴重なご意見をありがとうございました。 

先ずは、前澤委員長さん、この 5 年間の長きに亘り会員

増強に努めてこられて、その実績は大変なものだと思い

ます。 

先程のご質問の中で、例会出席の件がございましたが、

これはやはり必ず例会に出てくるような仕組み作りが大

切だと思います。他のクラブでは、現在、顧問制度（メ

ンター制度）というものがございます。これは、アメリ

カのあるクラブがスタートしたもので、推薦会員の他に

もう一人、最低 1 年間新会員の顧問としてサポート役を

お付けする制度です。こういった事もクラブ内で研究さ

れるのも必要かと思います。 

それから、青葉会のお話をされておりましたが、昨年

まで地区では新会員セミナーを年に 1 回開催しておりま

したが、今年度、舟木ガバナーの方針で、各グループ毎

にガバナー補佐が主催で新会員セミナーを開催する事に

なっております。来年の 1 月 28 日（火）18 時から 20 時

半まで開催の予定ですので、是非皆さんの参加をお待ち

しております。 

25 周年については、下田委員長さんが大変ご苦労され

ているようですが、やはり昭島中央さんの特色は、新世

代、青少年をメインに頑張ってこられたクラブだと思い

ます。このような機会にロータリークラブが核となって、

いじめ問題を取り上げるということは、問題点を探る原

点になり、とても相応しい事業だと思います。 

また、RI 戦略計画の 3 本柱である「公共イメージと認

知度の向上」に合致した素晴らしい事業だと思います。 
 

●ニコニコ BOX発表  （志賀 義任親睦委員） 

 

◎平畑会長 

金丸ガバナー補佐、浅見グループ幹事様の来訪に感謝し

て。クラブ協議会、宜しくお願い申し上げます。 
 

◎伊藤幹事 

私の昇段祝いに、大勢参加いただきましてありがとうご

ざいました。 
 

○下田会員 

金丸ガバナー補佐 浅見 G 幹事様 ようこそ 本日は宜

しくお願いします。 
 

○西野会員 

金丸ガバナー補佐、浅見グループ幹事のご来訪ありがと

うございます。 
 

・小島会員 

金丸ガバナー補佐、浅見グループ幹事のご来訪に感謝い

たします。 
 

・佐藤会員 

金丸ガバナー補佐、浅見グループ幹事ご来訪ありがとう

ございます。 
 

・本田会員 

金丸ガバナー補佐、浅見グループ幹事の来訪を祝して。 
 

・前澤会員 

金丸ガバナー補佐公式訪問歓迎して 
 

10 月結婚記念 

浅見会員・岩本会員・内藤会員・渡邉会員 
 

10 月誕生記念 

小島会員・小山会員・若杉会員 
 

●出席報告      （宇田川 泰弘出席委員） 
 

会員数  51 名 出席義務会員  49 名 
 

本日の出席 27 名（メイクによる出席者数を除く） 

 

●委員会報告   （曳地 義正社会奉仕委員長） 
 

10 月 5 日（土）、6 日（日）国体に関するおもてなし事

業が、東中神駅前で開催されます。当クラブも 6 団体合

同の PR ブースを開設しますので、ぜひ皆さんご出席、お

立ち寄りください。 
 

●次週例会予定  （小島 弘明プログラム委員） 

 

10 月 9 日（水） 
 

「卓話」米山奨学生 ネジュリ・オセアンさん 
 

●閉会点鐘         （平畑 秀東会長）  



 

スポーツ祭東京 2013 昭島おもてなし事業 

 

場所 東中神駅前南口ロータリー特設会場 

開催日 平成 25年 10月 6日（日） 

 

★当クラブも運営協力団体として、社会奉仕委員会、広報・雑誌・IT 委員会を中心に参加をしました。 

 

   

 

   

   

 

   


